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満開「ひまわり」１０万本
ひまわり（向日葵）は、キク科の植物で真夏を

象徴する最も代表的な花です。別名「日輪草」と
もいい、真っ青な夏空に凛として黄金色に輝く姿
は、まさに花言葉「光輝」の表現どおり、誇らしく
素晴らしいものがあります。
みやこ町は、発足から満１年を経過し、今まさ

に大きく内から外へ背伸びして羽ばたこうとして
います。みやこ町議会も４月の一般選挙後18人
の議員が決まり、６月定例会では11人の議員が
演壇に立ち、一般質問を行いました。

りん

にちりんそう

こう  き

みやこ町みやこ町 第7号

平成19年9月発行

（みやこ町犀川崎山地区で行われた｢第11回崎山ひまわり祭り｣）
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町
長
提
出
（
7
件
）

人
事
案
件
（
２
件
）

■
副
町
長
選
任
の
同
意

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

■
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
み
や
こ
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正

（
可
否
同
数
に
つ
き
議
長
裁
決
で
可
決
）

■
み
や
こ
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

（
継
続
審
査
）

専
決
処
分
（
１
件
）

■
専
決
処
分
の
承
認

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

条
例
の
制
定
・

　
　

一
部
改
正
（
１
件
）

■
教
育
予
算
の
確
保
と
充
実
を
求
め

る
意
見
書

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
九
州
厚
生
年
金
病
院
の
存
続
に
対

し
、
医
療
内
容
の
継
続
・
充
実
を

求
め
る
意
見
書（

賛
成
多
数
で
可
決
）

■
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書

定
款
の
一
部
変
更
（
１
件
）

■
犀
川
町
土
地
開
発
公
社
定
款
の

一
部
変
更

 

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

 

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

備
品
購
入
契
約
の

　
　
　

締
結
（
１
件
）

補
正
予
算
（
１
件
）

■
一
般
会
計

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

■
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
主
な

　

内
訳
…
…
歳
出

議
員
提
出
（
4
件
）

（
継
続
審
査
）

■
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
築
城
基
地

へ
の
米
軍
移
転
訓
練
受
入
れ
反
対

に
関
す
る
決
議（

全
員
賛
成
で
可
決
）

改修予定の蛇渕キャンプ場
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6
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書

教育予算の確保と充実を
求める意見書

子どもたちに豊かな教育を保障することは、
社会の基盤作りにとってきわめて重要なことで
す。現在、多くの都道府県で、児童生徒の実態に応
じ、きめ細かな対応ができるようにするために、
少人数教育が実施されていますが、保護者や子
どもたちから大変有益であるとされています。
しかし、義務教育費国庫負担金の負担割合が
2 分の１から 3 分の１に縮小されたことや地方
交付税削減の影響、厳しい地方財政の状況など
から、自治体独自に少人数教育を推進すること
には限界があります。
このため、学校施設などを含めて教育条件の
地域間格差も拡がりつつあります。一方、就学援
助受給者の増大に現れているように、低所得者
層の拡大・固定化がすすんでいます。
自治体の財政力や保護者の家計の違いによっ
て、セーフティーネットとして子どもたちが受
ける「教育水準」に格差があってはなりません。
日本の教育予算は、GDP比に占める教育費の
割合や教職員数などに見られるように、OECD
諸国に比べて脆弱と言わざるを得ません。
教育は未来への先行投資であり、子どもたち
がどこに生まれ育ったとしても、ひとしく良質
な教育が受けられる必要があります。そのため、
30人以下学級の実現、及び義務教育費国庫負担
制度の２分の１復元と耐震対策等学校施設費、
就学援助・奨学金、教職員給与財源など教育予
算を国全体として、確保・充実を図られますよ
う要請します。

九州厚生年金病院の存続に対し、
医療内容の継続・充実を

求める意見書
政府は 2004 年、162 通常国会において年金・
健康保険福祉施設機構法を成立しました。それ
によると、全国 10ヶ所の厚生年金病院を民間に
売却することが明記されています。
九州厚生年金病院は、病床数 575 床、20科の
診療科を擁し、設立 50年の歴史ある総合病院で
あり、地域住民などの存続を願う強い要望が出
されています。
厚生年金被保険者はもとより、地域中核病院
として、地域医療に大きく貢献し、信頼を得てお
ります。不採算医療といわれる救急、小児科、産
婦人科等の医療体制を充実させ、また、緩和ケ
アー病棟を開設し、地域になくてはならない公
的病院としての役割を発揮しています。
今後も基幹病院として、「良質の医療の提供」

「地域医療連携」を充実させて、地域医療に責任
を果たしていく必要性があります。
そのためには、公的医療機関としての維持が
不可欠になります。
政府ならびに厚生労働省はこのような地域の
事情を考慮され、住民の願いに応え医療の充実
を図るため、下記の事項について要望するもの
です。

記
１、九州厚生年金病院の存続については、現在の
医療体制を存続し、病院のより一層の充実を
めざすこと。

当みやこ町は、平成 18年３月に、第２高射群第７高射隊のある旧豊津町と旧犀川町及び旧勝山町の３町が合
併して誕生し、航空自衛隊築城基地に隣接している町であります。町は、誕生以来、築城基地との共存も図りなが
ら、すべての住民が安全で安心して日々のくらしが送れるよう官民一体となったまちづくりを推進していると
ころです。
しかしながら、在日米軍再編に伴う築城基地の使用が具体化する中、本年３月に、再編計画後初めての訓練が
実施され、住民からは、騒音や治安上の不安の声が相次いであがりました。
あれからわずか３ヶ月後の今月 18日から 22日までの間、再編後３回の訓練のうち当築城基地では２回目と
なる訓練が実施されています。
関係住民からは、事故の危険性や騒音被害の拡大さらには治安の悪化など、心配と不安の声が前回にも増して
声高にあがっています。
今回の在日米軍の移転訓練は、関係首長が協定書に調印し、受入れを認めたとされていますが、地域住民の安全
確保や騒音防止などの具体的解決策が提示されておらず、訓練の受入れは到底容認できるものではありません。
本議会は、すでに昨年６月、「在日米軍再編に伴う築城基地における米軍使用強化反対に関する決議」をしてい
るところですが、ここに改めて、２回目となる訓練に強く反対の意を表し、抗議するとともに、今後、国の一方的
な計画を押し付けることなく、住民の側に立って、基地問題に誠意を持って取り組むよう要請します。
あわせて、政府においては、地元の意向を真摯に受け止め、米軍再編問題、とりわけ米軍の基地使用の強化につ
いて、地域住民の安全確保と負担の軽減を最優先し、粘り強く対米交渉に臨むよう強く求めるものであります。

可
決

在日米軍再編に伴う築城基地への米軍移転訓練受入れ反対に関する決議
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・・・町政を問う

①｢住宅団地開発」について
②町広報等配布物について ……………原　田　さやか 議員

①今後の町の活性化方策について
②学校後援団体の指導、育成について………浦　山　公　明 議員

①備品購入契約について ………………原　田　和　美 議員

①過疎地域の老人対策について
②分庁方式のお考えはないか ……………中　尾　昌　廣 議員

①行政サービスと地域の係わりについて………田　中　勝　馬 議員

①みやこ町民の声を町政に反映していくために
②築城基地の米軍戦闘機訓練強化に反対を表明するべきだ
③犀川古川地区の分譲住宅地造成事業の中止を求める
　 …………………………………………柿　野　義　直 議員

①選挙の開票時間について
②公共施設等の設備の改善要望の有無は
③今後の各種計画の立て方について………武　田　光　雄 議員
①米軍再編による築城基地強化に反対姿勢をつらぬくこと
②同和行政の終結を行うこと
③交通行政について ………………………熊　谷　みえ子 議員

①旧勝山火葬場は「休止」でなく新設を
　豊津・勝山地区で、１ヶ所、火葬場の新設を検討して頂きたい
②ゴミ減量化になる資源ゴミ回収奨励金（1キロ5円）は
　続けるべき ………………………………光　吉　さわ子 議員

①安心安全でやさしい町づくりについて
②機構改革に伴う分庁方式と巡回バス運行の
　考えについて …………………………中　尾　文　俊 議員

①みやこ町における住宅施策と就業の場の確保について
②体験型学習宿泊施設の建設を望む………大　束　英　壽 議員

 Ｐ５

 Ｐ6

 Ｐ7

 Ｐ8

 Ｐ9

 Ｐ10

 Ｐ11

 Ｐ12

 Ｐ13

 Ｐ14

 Ｐ15
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問 

定
住
人
口
の
増
と
町
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
住
宅
団
地

開
発
計
画
は
、
37
万
㎡
を
開
発
し
、

２
５
０
戸
の
宅
地
を
分
譲
、
開
発
に

は
７
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。
過
疎

債
は
時
限
立
法
で
２
０
１
０
年
３
月

に
期
限
切
れ
に
な
る
。
延
長
は
全
く

不
明
。
財
源
の
見
通
し
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答 自
治
体
の
宅
地
開
発
事
業
は

危
険
で
は
な
い
か

原田さやか
議　員

財
源
を
尋
ね
る

こ
の
事
業
は
あ
ま
り
に
も

危
険
で
は
な
い
か

用
地
買
収
は
全
体
か

問 
開
発
対
象
面
積
の
う
ち
山
林

原
野
が
34
万
㎡
。
現
況
は
標
高

約
60
ｍ
、
開
発
地
内
の
高
低
差
23
ｍ

の
里
山
。
用
地
買
収
は
全
体
な
の
か
。

答 問 

完
成
後
、
緑
地
17
万
㎡
、
公
園
、

調
整
池
な
ど
全
体
の
維
持
管
理

を
ず
っ
と
町
が
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
コ
ス
ト
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。
検
討
し
て
お
か
な

い
と
い
け
な
い
課
題
で
は
な
い
か
。

答 

問 

宅
地
開
発
が
完
了
す
れ
ば
完

売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
い
役
場
に

そ
れ
が
で
き
る
の
か
。
町
内
か
ら
の

移
住
者
で
は
定
住
人
口
の
増
に
は
な

問 

全
く
配
布
物
が
届
か
ず
町
の

情
報
が
一
切
届
か
な
い
と
い

う
世
帯
が
あ
る
が
実
態
を
把
握
し
て

い
る
か
。

答 問 

全
戸
配
布
体
制
を
確
立
し
、

均
等
公
平
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

答 町
広
報
等
は
全
戸
配
布
体
制
を

早
急
に
確
立
す
べ
き
だ

ら
な
い
。
町
外
か
ら
の
若
年
定
住
者

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
下
水

道
整
備
の
予
定
は
な
い
。
そ
れ
で
選

ん
で
も
ら
え
る
の
か
。
完
売
で
き
な

け
れ
ば
大
き
な
負
債
を
か
か
え
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
事
業
は
あ
ま
り
に

も
危
険
で
は
な
い
か
。

答 

イメージ図（議会提出資料から）
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問 

私
は
昨
年
暮
れ
か
ら
、
約
７
０

０
０
戸
に
独
自
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
。
町
民
は
合
併
で
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
、
負
担
が
増
え
て
約

束
は
裏
切
ら
れ
た
と
怒
っ
て
い
る
。

町
は
広
く
町
民
の
声
を
聞
く
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
べ
き
だ
。

答 問 

犀
川
支
所
に
農
政
課
、建
設
課
、

農
業
委
員
会
、
豊
津
支
所
に
教

育
委
員
会
を
移
す
狙
い
は
何
か
。

答 町
民
の
声
で
町
の
舵
取
り
を

柿 野 義 直
議　員

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映

築
城
基
地
の
米
軍
戦
闘
機

　
　
　
　

  

訓
練
強
化
に
反
対

問 
町
民
参
加
の
実
施
計
画
作
り

（
総
合
計
画
）
を
。

答 問 

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
の

声
を
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
町

政
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

答 
問 

６
月
18
日
か
ら
再
度
（
前
回

３
月
）
の
訓
練
実
施
に
町
長

は
抗
議
す
る
べ
き
だ
。

答 問 

訓
練
内
容
の
連
絡
は
あ
っ
た

の
か
。

答 問 

防
音
対
策
強
化
の
具
体
策
や

基
地
交
付
金
の
通
知
は
来
て

い
る
の
か
。

答 問 

町
長
の
容
認
姿
勢
か
ら
国
は

騒
音
地
域
住
民
を
な
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答 問 

常
駐
化
や
海
兵
隊
の
訓
練
基

地
化
の
狙
い
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
あ
ら
た
め
て
米
軍
戦
闘
機

訓
練
移
転
強
化
に
反
対
表
明
す
る
べ

き
だ
。

答 

犀
川
古
川
地
区
の
分
譲
住
宅
地

造
成
事
業
の
中
止
を

問 

こ
の
事
業
を
優
先
す
る
理
由

は
何
か
。

答 問 

こ
の
事
業
の
完
遂
見
通
し
を

町
民
に
示
せ
。

答 問 

地
元
住
民
と
の
話
合
い
は
。

答 問 

町
営
住
宅
も
５
０
０
戸
を
超

え
る
建
替
計
画
が
あ
る
。
町

全
体
の
町
営
住
宅
運
営
計
画
を
示

せ
。
そ
れ
ま
で
事
業
の
中
止
を
求
め

る
。答 

待 機 中 の 戦 闘 機
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問 

勝
山
火
葬
場
は
「
休
止
」
で

な
く
、
勝
山
地
区
住
民
は
「
存

続
、
改
築
」
の
要
望
で
あ
る
。

地
元
の
火
葬
場
が
な
く
な
る
こ
と

に
つ
い
て
、
一
度
の
説
明
も
な
か
っ

た
。
合
併
に
於
け
る
新
町
計
画
で
議

題
と
し
て
あ
が
っ
て
い
た
。
地
理
的

立
地
条
件
で
後
期
建
設
計
画
で
は
推

進
を
う
た
っ
て
い
る
。

合
併
に
於
い
て
の
行
政
措
置
、
執

行
上
大
変
不
公
平
感
が
あ
る
。

み
や
こ
町
に
な
っ
て
今
年
５
月
ま

で
町
内
死
亡
者
数
と
火
葬
場
使
用
件

数
の
状
況
は
。

答 勝
山
火
葬
場
の
存
続
と
改
築

光吉さわ子
議　員

問 

勝
山
、
豊
津
に
一
ヶ
所
新
設

す
る
こ
と
を
検
討
課
題
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢
化
が
進
ん

で
３
０
０
名
以
上
の
死
亡
者
が
あ

る
。
今
後
の
犀
川
火
葬
場
増
設
の
具

体
的
な
問
題
は
、
予
算
措
置
、
総
合

計
画
と
の
関
連
は
。

答 問 

財
政
と
効
率
化
だ
け
で
は
火

葬
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
は
納

得
い
か
な
い
。
勝
山
地
区
は
１
年
間

に
７
名
の
死
亡
で
は
な
く
、
犀
川
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
た
た
め
だ
。
合
併
市
町
村
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
均
衡
化
を
図

る
た
め
に
合
併
特
例
債
の
適
用
が
で

き
る
。

答 

問 

ゴ
ミ
減
量
化
に
な
る
資
源
ゴ

ミ
回
収
奨
励
金
（
１
㎏
５
円
）

補
助
事
業
は
続
け
る
べ
き
。
可
燃
ゴ

ミ
収
集
で
紙
類
が
多
い
が
、
18
年
度

の
回
収
団
体
と
、
旧
町
毎
の
件
数
、

収
集
キ
ロ
数
量
と
金
額
は
。

答 問 

来
年
度
か
ら
ご
み
収
集
業
務

を
犀
川
コ
ン
テ
ナ
方
式
の
分

別
収
集
に
変
え
る
と
い
う
が
、
説
明

は
い
つ
か
ら
か
。

答 資
源
ゴ
ミ
回
収
奨
励
金
は

続
け
る
べ
き

問 

犀
川
斎
場
は
４
億
９
０
０
万

円
（
平
成
７
年
）、
大
庭
園

を
も
っ
て
い
る
行
橋
市
の
斎
場
で
も

12
億
円
で
、
20
億
円
と
い
う
の
は
ど

こ
か
ら
で
る
数
字
か
。

答 

休 止 中 の 勝 山 火 葬 場 
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問 

こ
こ
最
近
、
自
治
体
は
コ
ス

ト
削
減
や
住
民
ニ
ー
ズ
等
に

よ
り
開
票
の
工
夫
を
重
ね
、
迅
速
化

に
挑
み
、
効
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る

所
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾

向
の
中
で
、
み
や
こ
町
が
先
の
議
会

選
挙
開
票
の
迅
速
化
を武 田 光 雄

議　員

計
画
に
数
値
目
標
を

優
し
い
施
設
を

問 

障
害
者
や
高
齢
者
よ
り
、
公

共
施
設
の
ト
イ
レ
や
不
便
を

感
じ
る
施
設
の
構
造
上
の
改
善
の
依

頼
要
望
は
あ
る
か
。
障
害
者
や
高
齢

者
の
社
会
参
画
に
必
要
な
事
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ト
イ
レ
等
を
含
む

環
境
整
備
を
整
え
て
行
く
こ
と
で
あ

る
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
を
重
ね
、

出
来
る
こ
と
か
ら
実
施
を
求
め
る
。

問 

町
の
総
合
計
画
を
含
む
各
種

計
画
に
、
数
値
目
標
が
ほ
と

ん
ど
な
い
が
、
せ
め
て
核
と
な
る
部

門
の
計
画
に
は
数
値
で
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答 問 
計
画
の
中
で
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
活
性
化
や
振
興
す
る
と

言
う
表
現
を
、
核
と
な
る
計
画
に
は

数
値
目
標
が
入
っ
た
計
画
で
示
し
て

戴
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
計
画
が
具

体
化
し
、
進
行
度
も
み
え
、
よ
り
よ

い
方
向
に
向
う
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答 問 

例
と
し
て
ひ
と
つ
の
農
業
面

の
提
案
で
あ
る
が
、
こ
の
町

の
農
業
の
粗
生
産
額
の
現
状
は
30
億

円
で
、
こ
れ
を
10
年
間
で
50
億
円
に

す
る
と
い
う
よ
う
な
数
字
の
入
っ
た

計
画
が
で
き
な
い
か
。

答 
議
員
選
挙
の
開
票
で
要
し
た
時
間
は

尋
常
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
理
由
と
今
後
の
対
策
は
。

答 

開  票  風  景

答 
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問 

矢
継
ぎ
早
の
２
回
目
の
岩
国

基
地
所
属
の
Ｆ
Ａ
ホ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
戦
闘
機
移
転
訓
練
が
さ
れ

た
。

　

住
民
を
無
視
し
、
頭
ご
な
し
に
訓

練
移
転
を
強
行
す
る
国
の
姿
勢
は
断

じ
て
許
せ
な
い
。

答 問 

騒
音
被
害
調
査
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
事
。
沖
縄
嘉
手
納

基
地
で
は
爆
音
訴
訟
が
さ
れ
、
裁
判

で
は
防
音
工
事
が
や
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
爆
音
へ
の
違
法
性
、

米
軍
再
編
に
よ
る
築
城
基
地
強
化

に
反
対
姿
勢
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と

熊谷みえ子
議　員

益
々
強
化
さ
れ
る

　
　
　

 

日
米
共
同
訓
練

本
庁
へ
の
バ
ス
運
行
を

騒
音
被
害
へ
の
慰
謝
料
の
支
払
い
判

決
が
出
て
い
る
。

答 

問 

法
的
根
拠
が
な
い
関
連
条
例

の
廃
止
を
求
め
る
。

答 
問 

支
援
加
配
教
員
が
本
来
の
目

的
に
反
し
、
校
外
の
運
動
団

体
、
民
間
研
究
団
体
の
管
理
運
営
に

携
わ
る
例
が
あ
っ
た
。

昨
年
度
、
行
橋
市
の
支
援
加
配
教

員
が
、
５
月
だ
け
で
18
日
も
の
校
外

出
張
を
行
う
実
態
が
あ
り
、
文
科
省

の
現
地
調
査
が
あ
っ
た
。

文
科
省
は
「
従
来
の
同
和
加
配
と

は
異
な
る
」
と
明
記
し
て
い
る
。

答 生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
の

た
め
の
、
児
童
・
生
徒
支
援
加
配
に

協
定
締
結
内
容
を

　
　
　

米
軍
は
関
知
せ
ず

問 

協
定
の
有
効
性
に
つ
い
て
。

答 問 

米
軍
機
の
機
体
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
。
岩
国
・
米
軍
の
戦

闘
攻
撃
機
は
事
故
が
２
０
０
４
年
14

件
、
２
０
０
３
年
13
件
な
ど
の
報
告

が
あ
る
。

答 同
和
行
政
の
終
結
を

問 

特
に
滞
納
の
解
消
の
方
針
は
。

答 住
宅
新
築
資
金
の

　
　

徴
収
対
策
の
強
化
を

問 

既
存
の
バ
ス
運
行
の
改
善
を

求
め
る
。
利
便
性
の
確
保
で
、

福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

答 

関
連
条
例
の
廃
止
を
求
め
る

パ
ト
リ
オ
ッ
ト
発
射
台
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問 

合
併
し
て
２
年
目
に
な
る
が
、

町
民
か
ら
「
役
場
が
遠
く
な

っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
く
。
し
か
し
、

新
し
い
町
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
わ

け
で
、
あ
と
戻
り
は
で
き
な
い
。
町

の
活
性
化
を
ど
う
図
っ
て
い
く
か
が

今
後
の
課
題
だ
と
思
う
が
。

答 今
後
の
町
の
活
性
化
方
策
を

ど
う
考
え
る

浦 山 公 明
議　員

イ
ベ
ン
ト
参
加
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
今
後
の
町
づ
く
り
に

よ
う
な
気
が
す
る
が
。

答 問 

町
お
こ
し
の
組
織
を
つ
く
る

こ
と
を
一
番
に
考
え
る
べ
き

だ
と
思
う
が
。

答 問 

町
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
特

技
や
才
能
を
持
っ
て
い
る
人

が
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
を
掘
り
起
こ

し
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
、
真
の
住
民
参
加
の
町

づ
く
り
と
思
う
。

問 

み
や
こ
町
は
自
動
車
産
業
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想
の
ア

ク
セ
ス
、
立
地
条
件
の
い
い
町
で
あ

る
。
こ
の
条
件
を
生
か
し
た
関
連
企

業
の
誘
致
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

答 問 

企
業
誘
致
の
話
は
、
総
論
賛

成
だ
け
で
終
わ
り
、
具
体
的

な
計
画
、
行
動
に
移
さ
れ
て
い
な
い
。

町
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
。
そ

う
す
れ
ば
、
地
元
で
安
心
し
て
勤
め

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
住
民
税
の
増

収
に
も
つ
な
が
る
。

答 問 

町
内
の
小
中
学
校
に
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
外
に
、
学
校
を
守
り

環
境
整
備
の
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と

い
う
後
援
・
支
援
団
体
が
あ
る
が
、

学
校
の
後
援
団
体
の

　
　
　
　
　

指
導
育
成
は

問 

旧
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
の

祭
り
が
あ
る
が
、
以
前
の
よ

う
な
住
民
参
加
型
に
な
っ
て
い
な
い

企
業
誘
致
も
活
性
化
の

　
　
　
　

大
き
な
手
立
て
だ

今
後
育
成
指
導
を
ど
う
講
じ
て
い
く

の
か
。

答 問 

「
要
請
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
無

償
で
で
ま
す
よ
」
と
言
っ
て

く
れ
て
い
る
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、

親
の
気
持
ち
が
生
徒
た
ち
に
通
じ
て

た
く
ま
し
い
人
材
を
育
て
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
。

答 問 

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
社

会
問
題
は
、
学
校
と
保
護
者

と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

後
援
団
体
の
育
成
が
ふ
れ
あ
い
や

語
ら
い
の
場
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

町民参加のエネルギーを町づくりへ（夏まつり）
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問 

高
齢
化
や
少
子
化
問
題
は
、

国
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
み
や
こ
町
も
過
疎

集
落
を
単
位
と
し
て
見
た
高
齢
化
率

が
60
％
を
超
え
、
集
落
そ
の
も
の
が

消
滅
す
る
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
こ

の
過
疎
地
域
の
人
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
は
、
行
政
の

責
務
で
あ
る
。

 

勝
山
時
代
か
ら
あ
る
出
前
相
談
事

業
を
拡
大
、
続
け
て
ほ
し
い
が
。

答 高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る

み
や
こ
町
に

中 尾 昌 廣
議　員

出
前
相
談
事
業
を
！

緊
急
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

分
庁
方
式
の
採
用
を

問 
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
一
声

運
動
を
お
願
い
す
る
と
か
、

経
費
を
か
け
な
く
て
も
地
域
の
人
と

一
体
と
な
っ
て
老
人
対
策
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
高
齢
者
支

援
対
策
委
員
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

答 問 

地
震
、
暴
雨
な
ど
山
間
僻
地

に
お
け
る
深
刻
な
被
害
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。
慢
性
疾
患
や
歩
行

問 

本
庁
は
勝
山
に
な
り
、
豊
津
、

犀
川
は
非
常
に
不
便
さ
と
そ

の
地
域
の
活
性
化
が
な
く
な
っ
た
。

福
祉
は
犀
川
、
教
育
は
豊
津
。
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

分
庁
方
式
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
し

て
、
連
携
を
持
っ
て
一
生
懸
命
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
、
経
費
の
削
減
と
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
み
や
こ
町
を
め
ざ
し
て
い
た
だ

緊
急
時
の
道
路
、

　
　
　

通
信
の
整
備
は

困
難
な
高
齢
者
に
と
っ
て
は
死
活
問

題
で
あ
る
。
支
援
対
策
と
同
時
に
無

線
通
信
の
設
置
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
基

地
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

答 問 

ひ
と
り
住
ま
い
、
二
人
住
ま

い
の
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
い

る
中
で
、
病
気
や
倒
れ
た
と
き
救
急

車
を
呼
ぼ
う
に
も
声
も
で
な
い
。
呼

ん
で
も
来
る
の
に
40
分
か
か
る
。
高

齢
者
宅
に
緊
急
ベ
ル
が
で
き
な
い

か
。
ベ
ル
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
人
が
駆
け
つ
け
る
、
そ
う
い
う

シ
ス
テ
ム
は
で
き
な
い
か
。

答 

き
た
い
。

答 

生
き
が
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
老
後
を
…
…
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問 

み
や
こ
町
総
合
計
画
の
本
旨

は
、
住
民
と
協
働
・
共
生
の

町
づ
く
り
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
を
取
り
ま
く
町

民
の
現
状
は
、
敬
老
会
や
町
民
体
育

祭
で
あ
り
、
合
併
で
の
統
一
の
手
法

に
戸
惑
い
も
あ
り
、
ま
た
、
危
険
箇

所
等
の
住
環
境
の
整
備
や
高
齢
者
・

障
害
者
に
利
用
し
や
す
い
施
設
の
確

保
な
ど
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化

し
て
い
る
と
同
時
に
、
合
併
後
の
町

政
へ
の
不
満
や
意
見
が
多
く
あ
る
。

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
行
政
、
ま

た
、
町
民
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る

不
安
の
解
消
と
併
せ
て
、
町
民
と
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
こ
そ

が
、
今
後
の
行
政
運
営
に
極
め
て
必

要
と
考
え
る
。

地
域
懇
談
会
で

　
　
　

町
民
の
声
を
町
政
へ

中 尾 文 俊
議　員

巡
回
バ
ス
で
利
用
し
や
す
い

本
庁
・
支
所
機
能
を

行
政
の
考
え
や
対
応
の
説
明
が
必

要
で
あ
り
、
町
民
と
の
意
見
交
換
の

場
と
し
て
、
地
域
（
行
政
）
懇
談
会

を
計
画
・
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

問 

６
月
議
会
で
分
庁
方
式
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

実
施
は
10
月
で
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
本
庁
・
支
所
を
含
め

た
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
、
係

や
人
員
配
置
の
考
え
が
あ
れ
ば
聞
き

た
い
。

巡
回
バ
ス
は
、
高
齢
者
や
交
通
弱

者
の
方
は
現
在
で
も
不
便
で
あ
る
こ

答 

と
を
解
消
す
る
も
の
で
あ
る
。

10
月
を
待
た
ず
計
画
す
べ
き
。

料
金
や
回
数
は
い
か
が
か
。

答 

住民の声を聴く地域懇談会を

総　合　計　画
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問 

合
併
し
て
一
年
を
経
過
し
た

が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
や
、
行
政
に
対
す
る
満
足
度
に
つ

い
て
色
々
議
論
さ
れ
て
い
る
。
従
来

の
犀
川
、
勝
山
、
豊
津
を
比
較
し
て

み
て
合
併
後
、
住
民
に
対
す
る
対
応

の
変
化
は
。

答 問 

担
当
課
の
職
員
が
不
在
に
な

っ
て
い
た
場
合
、
隣
の
課
の

職
員
が
対
応
で
き
る
く
ら
い
の
業
務

多
能
化
推
進
の
体
制
作
り
は
で
き
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て田 中 勝 馬

議　員

本
庁
を
勝
山
に
決
め
た
経
緯
は

問 

住
民
の
大
多
数
の
方
々
は
人

口
的
に
も
立
地
条
件
的
に
も
、

利
便
性
か
ら
見
て
も
三
町
の
中
心
に

な
る
豊
津
に
な
ぜ
し
な
か
っ
た
か
と

言
う
声
が
多
い
が
。

答 問 

今
後
い
っ
さ
い
本
庁
の
移
転

等
の
考
え
は
な
い
か
。

答 

問 

町
政
の
財
政
も
大
変
厳
し
い

状
況
、
又
職
員
も
年
々
減
っ

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
尚
一
層

の
合
理
化
、
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答 問 

行
政
組
織
の
見
直
し
を
検
討
さ

れ
誰
で
も
が
住
民
の
ご
要
望
に

対
応
で
き
る
総
合
窓
口
課
の
設
置
を
。

答 問 

年
間
を
通
じ
て
の
諸
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
ご
と
に
三

町
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
沢
山
の

方
々
が
参
加
し
、
交
流
が
図
れ
る
よ

う
に
送
迎
バ
ス
等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
出
来
な
い
の
か
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

一
日
も
早
く
み
や
こ
町
は
一
つ
に

な
り
一
枚
岩
と
な
っ
て
明
る
く
元
気

で
活
力
に
満
ち
た
街
に
な
る
よ
う
切

望
す
る
。

い
か
。

答 

本  庁  窓  口  に  て
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問 

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
整
備

計
画
と
建
替
え
に
つ
い
て
。

答 住
宅
施
策
と

　
　

就
業
の
場
の
確
保
を

大 束 英 壽
議　員

体
験
型
学
習
宿
泊
施
設
の

建
設
を
望
む

問 
住
宅
分
譲
と
活
性
化
策
に
つ

い
て
問
う
。

答 

問 

現
在
、
子
供
達
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
、
い
じ
め
、
自
殺
、
常
識
で
は

考
え
ら
れ
な
い
殺
人
な
ど
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
み
や
こ
町
の
小
、

中
学
校
を
対
象
と
し
た
体
験
型
学
習

宿
泊
施
設
が
、
改
善
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

も
、
宿
泊
施
設
が
み
や
こ
町
に
な
い

た
め
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
財
政
が

厳
し
い
中
、
新
規
建
設
は
厳
し
い
と

思
う
が
、
現
有
施
設
の
改
修
も
視
野

に
入
れ
て
の
考
え
は
い
か
が
か
。

答 

問 

若
年
層
の
働
く
場
を
、
み
や

こ
町
と
し
て
い
か
に
考
え
て

い
る
か
。

企
業
誘
致
で
就
労
、
就
業
の
機
会

を
。答 

京
築
少
年
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
熱
戦
風
景

三　
島　
団　
地
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問 

私
の
と
こ
ろ
に
来
た
パ
ソ
コ

ン
購
入
に
つ
い
て
の
文
書
を

調
べ
た
結
果
、
文
書
ど
お
り
疑
惑
が

あ
っ
た
の
で
質
問
す
る
。
５
月
に
現

場
説
明
を
し
て
い
る
が
、
入
札
で
10

業
者
の
う
ち
６
業
者
が
辞
退
し
て
い

る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
サ
ー
バ

ー
が
合
わ
な
い
の
で
辞
退
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
サ
ー
バ
ー
の
指
定
に

つ
い
て
通
知
を
し
て
い
た
の
か
。

答 入
札
を
辞
退
し
た

　
　
　
　

業
者
の
理
由
は

原 田 和 美
議　員

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
購
入

仕
様
書
に
問
題
が

　
　
　

あ
っ
た
の
で
は

問 

今
、
み
や
こ
町
で
一
番
金
を

つ
ぎ
込
ん
で
い
る
の
が
パ
ソ

コ
ン
で
あ
る
が
、
皆
さ
ん
が
入
札
に

つ
い
て
疑
惑
を
持
っ
て
い
る
。
疑
惑

を
持
た
れ
る
よ
う
な
入
札
を
し
て
い

い
の
か
と
思
う
。

答 

問 

言
わ
れ
る
よ
う
な
仕
様
書
で

あ
れ
ば
、
10
社
指
定
し
て
６

社
が
辞
退
す
る
こ
と
自
体
が
お
か
し

い
。
何
か
な
い
以
上
辞
退
し
な
い
と

思
う
。
お
か
し
な
仕
様
書
に
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

答 

問 

古
い
パ
ソ
コ
ン
等
は
、
要
ら

な
く
な
っ
た
か
ら
倉
庫
に
な

お
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ

と
手
を
加
え
れ
ば
使
え
る
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
品

物
を
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

お
聞
き
し
た
い
。

答 古
く
な
っ
た

　
　

パ
ソ
コ
ン
の
処
理
は

問 

自
社
製
品
は
だ
め
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
、

サ
ー
バ
ー
が
手
に
入
ら
な
い
か
ら
辞

退
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
何
社
も
あ

る
。
私
は
、
噂
だ
け
で
な
く
、
担
当

者
か
ら
話
を
聞
い
て
質
問
し
て
い

る
。答 

問 

今
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
談
合

が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
み
や
こ
町
を
担
っ
て
い
く

教
育
資
材
の
購
入
に
つ
い
て
、
こ
う

い
う
疑
惑
が
持
た
れ
て
は
大
変
好
ま

し
く
な
い
と
私
は
思
う
。

進む小中学校のパソコン教室
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議会傍聴に
おいで下さい。
9月の定例会は

9月10日の招集予定

昭和の 30年代までは頂上部が草地利用されおり稜線がハッキ
リして綺麗でした。
やがて木が生い茂り、これまでの面影を懐かしむ声が聞かれ
るようになりました。
昭和 62、63 年に頂上部の木の伐採整備「城攻め」事業が多
くの町民の参加で行われました。
その後も登山道の整備やサクラやモミジの植樹や草刈など稜
線の維持・保存の作業が町やボランティアの方々により続けら
れています。

障子ケ岳は京都・田川の郡境に位置し、標高は 427 ｍ。
人工的な独特な稜線美は地域の人々から親しみを込めて眺
められています。
1336 年に足利尊氏の命により頂上には城が築かれ、戦略上
の要衝の地でした。1586 年に豊臣秀吉の九州平定によって、
この城は落ちたとされています。

ふるさと散歩道（障子ヶ岳城跡）

　障子ケ岳についての報告書は次のものがあります。
•障子ケ岳城趾調査報告書（平成3年 勝山町教育委員会編集）
•花咲く登山道を夢みて私たちの取り組み報告書（平成12年「障子ヶ岳＆さくら会」編集）
•勝山町史（平成18年 勝山町編集）

今回はこうした町民グループのうち「障子ケ
岳保存協力会」の取り組みを紹介します。
ふもとの勝山宮原集落の40人ほどの会で
す。昭和63年から草刈作業を7月と11月の年２
回行い、ちょうど20年になります。
高齢化も進んでいます。作業参加者
は毎回20人程度です。転げ落ちそう
な急な斜面の危険な作業を大きな怪
我もなく続けられるのも、さすが農
業作業のプロといつも感心していま
す。作業後にお宮に集まっての昼食
と語らいは楽しみのひとつです。


